
「根白石より泉ヶ岳を望む」虹の丘シニアクラブ　佐々木幸夫「根白石より泉ヶ岳を望む」虹の丘シニアクラブ　佐々木幸夫

目
次

○
令
和
５
年
度

　

仙
老
連
会
長
あ
い
さ
つ　

久
道　

悦
子
�
�
�
�
�
�
�
�
�
２

　
　
　

副
会
長
あ
い
さ
つ　

平
形　

博
司
�
�
�
�
�
�
�
�
�
２

　
　
　

　

野
田　

幸
代
�
�
�
�
�
�
�
�
�
２

　
　
　

　

山
本　

明
宏
�
�
�
�
�
�
�
�
�
３

　
　
　

　

佐
々
木
忠
雄
�
�
�
�
�
�
�
�
�
３

　
　
　

　

岸
野
美
智
子
�
�
�
�
�
�
�
�
�
３

○
令
和
５
年
度
新
役
員
紹
介
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
４

○
令
和
５
年
度　

公
益
社
団
法
人

　

仙
台
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

会
長
表
彰
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
４

○
令
和
５
年
度
仙
老
連
通
常
総
会
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
５

○
令
和
５
年
度
理
事
会
の
報
告
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
５

○
令
和
５
年
度
事
業
計
画
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
６

○
あ
な
た
は
大
丈
夫
？  

お
口
の
チ
カ
ラ
��
�
�
�
�
�
�
�
�
８

○
日
常
生
活
に
運
動
を

　

〜
杜
の
都
の
体
操
シ
リ
ー
ズ
の
す
す
め
〜

　

パ
ー
ト
３
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
９

○
令
和
５
年
度
収
支
予
算
内
訳
表
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
10

○
令
和
５
年
度
各
区
老
連
事
業
計
画

　

青
葉
区
�
宮
城
野
区
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
11

　
　

若
林
区
�
太
白
区
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
12

　
　

泉
区
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
13

○
東
西
南
北

　

青
葉
区
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
13

　
　

宮
城
野
区
�
若
林
区
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
14

　
　

太
白
区
�
泉
区
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
15

○
文
芸
蘭
�
e
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
�
編
集
後
記
��
�
�
�
�
�
16

vol.126
編集・発行

令和５年７月26日発行（年２回）

公益社団法人仙台市老人クラブ連合会
仙台市青葉区花京院 1-3-2 仙台市シルバーセンター 6F

TEL.０２２ー２１３ー６８１１
e-mail : senroren@ec1.technowave.ne.jp

仙 老 連 機 関 誌

制作・印刷／株式会社ニチコミ　☎ 03-5718-3900　http://www.nichicomi.com



私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

新
正
副
会
長
あ
い
さ
つ

令
和
５
年
度
、

仙
老
連
理
事
会
に

お
い
て
再
び
会
長

に
選
出
頂
き
ま
し
た
。

理
事
の
方
々
の
信
任
を
頂
い
た
と

い
う
こ
と
は
、
率
直
に
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
今
年
度
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の

位
置
づ
け
が
5
類
に
な
り
幾
分
緩
和

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
以
前
の
賑
わ

い
を
取
り
戻
す
活
動
や
新
し
い
活
動

も
加
え
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
元
気
に

参
加
さ
れ
楽
し
か
っ
た
と
言
え
る
活

動
を
計
画
い
た
し
ま
す
。
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
の
基
本
は
、
仲
良
く
、
楽
し

く
、
高
年
、
女
性
、
若
手
、
す
べ
て

の
会
員
が
助
け
合
い
、
思
い
や
り
、

尊
重
し
あ
い
、
個
性
と
能
力
が
十
分

に
発
揮
さ
れ
て
自
分
ら
し
く
輝
け
る

社
会
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

新
た
な
理
事
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

結
束
し
て
、
よ
り
良
い
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
皆
様
の
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
症

も
縮
小
傾
向
に
な

り
、
や
っ
と
好
機

の
到
来
と
と
ら
え
、
期
待
が
膨
ら
み

だ
し
ま
し
た
。

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
は
個
人
の
才
覚

を
活
か
し
、
他
地
域
よ
り
勝
れ
る
特

性
を
発
揮
、
行
動
し
な
い
と
生
き
残

れ
な
く
な
り
ま
す
。
青
葉
区
は
ジ
ェ

ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
７
％
か
ら
20
％

ま
で
Ｕ
Ｐ
す
る
と
掲
げ
数
値
的
目
標

を
達
成
し
ま
し
た
。

会
員
を
増
や
す
こ
と
は
、
仲
間
意

識
を
保
ち
行
動
す
る
、
誰
か
の
た
め

に
、
が
必
要
で
女
性
の
役
目
を
積
極

的
に
登
用
す
る
の
も
そ
の
一
つ
。
退
会

単
老
会
長
へ
伺
っ
た
と
き
、
今
以
上

に
内
助
�
働
き
を
助
け
て
く
れ
る
女

性
が
絶
対
的
に
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

叱
責
を
受
け
る
、
そ
ん
な
覚
悟
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
、
内
部
か

ら
の
瓦が

解か
い

を
止
め
る
、
決
死
の
勇
気

が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー

バ
ラ
ン
ス
は
今
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。

こ
の
度
、
佐
々

木
勝
司
宮
城
野
区

老
連
会
長
よ
り
引

き
継
ぎ
、
区
老
連
副
会
長
で
あ
り
な

が
ら
、
仙
老
連
の
副
会
長
と
い
う
重

責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
高
齢
、
長
寿
が
進
む
中
で
、

健
康
寿
命
を
い
か
に
延
ば
し
、
生
活

の
質
を
高
め
ら
れ
る
か
が
、
一
人
ひ

と
り
の
人
生
の
幸
福
度
に
繋
が
る
と

思
い
ま
す
。
仲
間
と
繋
が
り
、
社
会

へ
通
じ
る
活
動
の
場
と
し
て
、「
老

人
ク
ラ
ブ
」
は
身
近
で
手
軽
だ
と
考

え
ま
す
。
楽
し
め
る
居
場
所
が
「
単

老
」
や
「
地
区
老
」
だ
よ
と
、
言
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
私
も
楽
し
み

ま
す
。

自
分
の
人
生
の
大
切
な
時
間
を
結

論
の
出
な
い
会
議
に
費
や
さ
ず
、
悩

ま
ず
、
外
に
出
て
、
笑
い
、
楽
し
い

活
動
を
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
こ
に
こ
そ
新
し
い
仲
間
が
集
ま

る
は
ず
で
す
。

仙
老
連
会
長

泉
区
老
連
　
会
長

　
久
道
　
悦
子

仙
老
連
副
会
長

青
葉
区
老
連
　
会
長

　
平
形
　
博
司

仙
老
連
副
会
長

宮
城
野
区
老
連
　
副
会
長

　
野
田
　
幸
代
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

今
年
は
コ
ロ
ナ

状
況
も
変
わ
り
2

類
相
当
か
ら
5
類

へ
と
変
更
に
な
り
、
マ
ス
ク
の
脱
着

も
個
人
の
自
由
意
思
と
な
り
ま
し

た
。
人
の
動
き
も
変
わ
り
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
は
活
発
に
な
り
、
今
ま
で

で
き
な
か
っ
た
仙
老
連
で
の
ス
ポ
ー

ツ
関
係
の
種
々
大
会
も
、
今
年
度
は

具
体
的
に
計
画
実
施
の
方
向
で
進
め

る
の
で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
中
に
は
フ
レ
イ
ル
の
状
況

に
お
か
れ
、
会
員
減
少
に
も
拍
車
が

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
健
康
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
重
点
を
お
き
、
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
減
少
し
つ

つ
あ
る
会
員
も
、
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ

や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
力
を
入

れ
、
会
員
以
外
の
方
に
も
老
人
ク
ラ

ブ
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
扱
い
が
す
っ

か
り
変
わ
り
、
従

来
の
活
動
の
仕
方
に
戻
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
現
実
、
令
和
５
年
度
の
方

針
や
個
別
展
開
の
実
行
計
画
も
新
し

い
方
針
の
も
と
、
数
年
前
の
内
容
に

戻
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
嬉
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
動
き
に
伴
い
、
我
が
太
白
の

ブ
レ
イ
ン
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
柴
田
耕
治
前
会
長
体
制
か
ら

佐
々
木
忠
雄
体
制
に
変
わ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
切
り
替
え
に
あ
わ
せ
て
自

分
の
体
調
も
変
わ
り
、
病
気
に
見
舞

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
は
体
調
回
復
に
時
間
が

取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
定
期

検
査
で
は
、
回
復
の
方
向
へ
進
ん
で

い
る
旨
、
医
者
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
引
き
継
ぎ
後
の
第
２
期
を
確
実

に
展
開
す
べ
く
、
決
心
が
生
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
精
一
杯
確
実
に
展
開
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
も
少
し
落

ち
着
い
た
よ
う
に

見
え
ま
す
。
今
年
度
は
こ
の
コ
ロ
ナ

に
注
意
し
な
が
ら
も
、
ほ
と
ん
ど
の

行
事
が
復
活
し
そ
う
で
す
。
こ
の
３

年
間
の
分
を
取
り
戻
す
べ
く
頑
張
っ

て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

女
性
部
と
し
て
は
、
今
ま
で
以
上

に
各
部
門
と
の
繋
が
り
を
持
ち
、
話

し
合
い
、
そ
し
て
楽
し
く
笑
い
の
あ

る
「
伊
達
な
ク
ラ
ブ
仙
台
」
を
目
指

し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
単
老
あ
っ
て
の
地
区
老
連
で

あ
り
、
区
老
連
�
仙
老
連
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
友
愛
を
モ
ッ
ト
ー

に
「
の
ば
せ
健
康
寿
命
」「
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
」
を
目
指
し
、
各
単

老
の
女
性
部
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と

ご
参
加
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

仙
老
連
副
会
長

若
林
区
老
連
　
会
長

　
山
本
　
明
宏

仙
老
連
副
会
長

太
白
区
老
連
　
会
長

　
佐
々
木
忠
雄

仙
老
連
副
会
長

女
性
部
長

　
岸
野
美
智
子
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）
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宮
城
野
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木
勝
司　
　

野
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幸
代

 

三
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海
林
勝
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若
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山
本　

明
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美
智
子

 

　

庄
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相
澤　

壽
二

太
白
区 

 

佐
々
木
忠
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坂
田　

祐
子

 

佐
々
木　
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山
口
眞
喜
男

泉　

区 
 

久
道　

悦
子　
　

清
水　

信
市

 

針
生　
　

威　
　

永
野
ま
り
子

若
手
部 

齋
藤　

芳
孝

理
事 

　

大
関　

裕
史

 

（
仙
台
市
健
康
福
祉
局
保
険
高
齢
部
高
齢
企
画
課
長
）

　

大
久　
　

忠

 

（
宮
城
野
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
次
長
）

　

長
根　

和
広

 

（
仙
台
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
長
）

監
事　

青
葉
区 

山
崎　

光
男

　
　
　

若
林
区 

宮
原　

徹
司

　
　
　

泉　

区 

手
嶋　

一
俊

《
事
業
専
門
部
》

総
務
部

部　

長　

平
形　

博
司

副
部
長　

野
田　

幸
代

部　

員　

大
和　

林
市　
　

大
友　

啓
司

　
　
　
　

佐
々
木　

茂　
　

清
水　

信
市

企
画
広
報
部

部　

長　

野
田　

幸
代

副
部
長　

山
口
眞
喜
男

部　

員　

石
山　

政
雄　
　

三
浦　
　

忍

　
　
　
　

青
木
久
美
子　
　

針
生　
　

威

教
養
文
化
部

部　

長　

佐
々
木
忠
雄

副
部
長　

村
上　

重
作

部　

員　

菊
池
き
ぬ
子　
　

渡
邊　

信
夫

　
　
　
　

丹
野
太
利
男　
　

石
田　

武
男

保
健
体
育
部

部　

長　

山
本　

明
宏

副
部
長　

山
崎　

光
男　
　

田
中　

重
雄

部　

員　

久
保
田
達
也　
　

高
橋　

吉
弘

　
　
　
　

東
海
林
勝
敏　
　

別
府　

靖
雄

　
　
　
　

遠
藤　

久
子　
　

伊
藤　

庸
雄

　
　
　
　

今
野　

一
郎　
　

熊
谷　

長
一

女
性
部

部　

長　

岸
野
美
智
子

副
部
長　

今
野　

廣
子

部　

員　

郷
古
み
ち
子　
　

田
頭
ミ
チ
ヨ

　
　
　
　

小
林　

智
子　
　

佐
藤　

君
子

　
　
　
　

丹
野
眞
紀
子　
　

坂
田　

祐
子

　
　
　
　

籾
浦
百
合
子　
　

永
野
ま
り
子

　
　
　
　

山
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洋
子

若
手
部

部　

長　

齋
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芳
孝

副
部
長　

田
中　

恒
壽　
　

丹
野　

令
子

部　

員　

星　
　

正
人　
　

中
野　
　

進

　
　
　
　

郷
古
み
ち
子　
　

佐
藤　

良
信

　
　
　
　

遠
藤　
　

仁　
　

山
口　

隆
二

　
　
　
　

渡
邊　

久
子　
　

佐
々
木　

茂

　
　
　
　

泉　
　

清
光　
　

伊
藤　

勝
正

　
　
　
　

村
上　

哲
也　
　

阿
部　

和
男

高
齢
者
相
互
支
援
活
動
委
員
会

委
員
長　

澤
田　

邦
夫

副
委
員
長　

武
田　

和
子

委　

員　

石
川　

要
治　
　

日
野　

和
雄

　
　
　
　

豊
嶋　

正
江　
　

高
橋
喜
久
子

　
　
　
　

岸
野
美
智
子　
　

秋
山　
　

隆

　
　
　
　

伊
藤　

利
男　
　

佐
藤
ク
ニ
エ

◆
会
長
表
彰
受
賞
者
（
敬
称
略
）

青
葉
区 

畠
山　

重
光　

佐
藤　

嘉
幸

 

石
川　
　

康　

大
泉　

雅
弘

宮
城
野
区 
佐
々
木
勝
司　
　
　
　
　
　

若
林
区 
渡
邊　

久
子　

佐
々
木　

均

泉　

区 

清
水　

信
市　

斉
藤　

芳
美

 

伊
藤　

次
郎　

石
垣　
　

誠

 

富
塚　
　

勲　
　
　
　
　

仙
台
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

仙
台
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

令
和
５
年
度

公
益
社
団
法
人

公
益
社
団
法
人

  
新
役
員
紹
介

新
役
員
紹
介

第126号 4伊達なクラブ仙台伊達なクラブ仙台



私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

〇
開
催
日

令
和
５
年
５
月
29
日

〇
開
催
場
所

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

 
交
流
ホ
ー
ル

〇
開
催
時
間 

午
後
１
時
〜 

 

午
後
２
時
53
分

〇
出
席
者

正
会
員
１
５
３
名

　
　
　
　
　
　

出
席
者
65
名

　
　
　
　
　
　

委
任
状
67
名

齋
藤
芳
孝
若
手
部
長
の
司
会
で
開

会
宣
言
が
あ
り
、
久
道
悦
子
会
長
か

ら
、
仙
老
連
の
大
き
な
課
題
は
、
毎

年
会
員
の
減
少
が
続
い
て
い
る
こ
と

で
、
現
在
、
若
手
高
齢
者
の
方
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る

が
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
改
善
へ
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

　

   

第
１
回
理
事
会

令
和
５
年
５
月
２
日

午
後
１
時
開
会

司
会
進
行
は
宮
城
野
区
三
浦
忍
理

事
。
議
事
録
署
名
人
は
久
道
悦
子
仙

老
連
会
長
、青
葉
区
山
崎
光
男
監
事
、

若
林
区
相
澤
壽
二
監
事
、
太
白
区
加

藤
一
男
監
事
で
し
た
。

１
．
議
題
（
事
務
局
か
ら
説
明
）

● 

令
和
５
年
度
仙
老
連
会
長
表
彰
に

関
わ
る
表
彰
に
つ
い
て
審
議
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

● 

総
会
に
諮
る
第
１
号
議
案
か
ら
第

５
号
議
案
に
つ
い
て
審
議
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

仙
老
連
通
常
総
会

仙
老
連
通
常
総
会

ま
し
た
。
長
根
事
務
局
長
の
定
款
に

規
定
す
る
定
足
数
を
満
た
し
て
、
本

総
会
が
成
立
す
る
旨
の
報
告
後
、
議

長
に
は
泉
区
将
寿
会
の
坂
爪
卓
会
長

が
選
出
さ
れ
議
事
進
行
に
入
り
ま
し

た
。
議
事
録
署
名
人
は
宮
城
野
区
榴

岡
明
寿
会
の
野
田
幸
代
会
長
、
太
白

区
佐
保
山
み
ど
り
会
の
佐
々
木
茂
会

長
の
２
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

 
提
出
議
題

︿
第
１
号
議
案
﹀

令
和
４
年
度
事
業
報
告
を
久
道
悦

子
仙
老
連
会
長
、
佐
々
木
勝
司
仙
老

連
副
会
長
が
説
明
。

︿
第
２
号
議
案
﹀

令
和
４
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出

決
算
並
び
に
運
用
基
金
特
別
会
計
及

び
救
援
拠
金
特
別
会
計
の
収
入
支
出

決
算
報
告
を
長
根
事
務
局
長
が
説
明
。

全
５
議
案
が
可
決
承
認

︿
監
査
報
告
﹀

山
崎
光
男
監
事
か
ら
令
和
４
年
度

一
般
会
計
収
入
支
出
決
算
並
び
に
運

用
基
金
特
別
会
計
及
び
救
援
拠
金
特

別
会
計
の
収
入
支
出
決
算
並
び
に
事

務
執
行
状
況
が
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

る
旨
の
監
査
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

︿
第
３
号
議
案
﹀

令
和
５
年
度
事
業
計
画
案
を
久
道

悦
子
仙
老
連
会
長
、
平
形
博
司
仙
老

連
副
会
長
か
ら
説
明
。

︿
第
４
号
議
案
﹀

令
和
５
年
度
収
入
支
出
予
算
案
を

長
根
事
務
局
長
が
説
明
。

︿
第
５
号
議
案
﹀

役
員
の
改
選
に
つ
い
て
長
根
事
務

局
長
が
、
理
事
24
名
、
監
事
３
名
の

候
補
者
を
読
み
上
げ
全
員
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

可
決
承
認
さ
れ
、
総
会
の
一
切
が
終

了
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

　
　

理
事
会
の
報
告

　
　

理
事
会
の
報
告
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Ⅰ
基
本
方
針

仙
台
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
以

下
「
仙
老
連
」
と
い
う
。）
は
、
誰

も
が
願
う
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
の
実
現
に
向
け
、「
の
ば
そ
う
！

て
取
り
組
ん
で
き
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
か
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

の
自
粛
、
停
滞
が
続
い
た
こ
と
に
よ
り
、

会
員
の
脱
会
か
ら
ク
ラ
ブ
の
解
散
に

至
る
よ
う
な
事
態
も
招
い
て
い
る
。

令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
会
員

増
強
の
取
り
組
み
に
組
織
を
挙
げ
て

力
を
傾
注
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ

禍
お
よ
び
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
推
進
し
、
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
、
生
活
支
援
友

令
和
５
年
度
事
業
計
画

　
   

第
２
回
理
事
会

令
和
５
年
５
月
29
日

午
後
３
時
４
分
開
会

司
会
進
行
は
長
根
事
務
局
長
。
議

事
録
署
名
人
は
久
道
悦
子
仙
老
連
会

長
、
青
葉
区
山
崎
光
男
監
事
、
若
林

区
宮
原
徹
司
監
事
、
泉
区
手
嶋
一
俊

監
事
で
し
た
。

１
．
議
題
（
事
務
局
か
ら
説
明
）

● 

仙
台
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

の
選
定
に
つ
い
て

泉
区
久
道
悦
子
理
事
が
仙
台
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
に
就
任
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

● 

仙
台
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会

長
及
び
会
長
代
行
副
会
長
の
選
定

に
つ
い
て

仙
台
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会

長
に
青
葉
区
老
連
平
形
博
司
理
事
、

若
林
区
老
連
山
本
明
宏
理
事
、
太
白

区
老
連
佐
々
木
忠
雄
理
事
、
若
林
区

老
連
岸
野
美
智
子
理
事
を
選
任
す
る

こ
と
、
会
長
代
行
副
会
長
に
は
青
葉

区
老
連
平
形
博
司
理
事
を
選
任
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
残
り
1

名
に
つ
い
て
は
宮
城
野
区
老
連
か
ら

推
薦
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、
5

月
30
日
野
田
幸
代
理
事
が
推
薦
さ
れ

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

● 

仙
台
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
常
務

理
事
の
選
定
に
つ
い
て

常
務
理
事
の
選
定
に
つ
い
て
、
仙
老

連
事
務
局
長
で
あ
る
長
根
事
務
局
長

が
就
任
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

● 

事
業
専
門
部
長
の
承
認
に
つ
い
て

総
務
部
は
平
形
博
司
副
会
長
、
教

養
文
化
部
は
佐
々
木
忠
雄
副
会
長
、

保
健
体
育
部
は
山
本
明
宏
副
会
長
、

女
性
部
は
岸
野
美
智
子
副
会
長
、
若

手
部
は
齋
藤
芳
孝
理
事
が
そ
れ
ぞ
れ

部
長
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
企

画
広
報
部
長
は
宮
城
野
区
老
連
か
ら

推
薦
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、
5

月
30
日
野
田
幸
代
理
事
が
推
薦
さ
れ

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

● 

事
業
専
門
部
部
員
及
び
高
齢
者
相

互
支
援
活
動
委
員
会
委
員
の
承
認

に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
部
員
、
委
員
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り

を
」
を
目
標
に
、
健
康
づ
く
り
や
介

護
予
防
の
活
動
、
高
齢
者
相
互
の
支

え
合
い
�
友
愛
活
動
、
さ
ら
に
は
、

安
全
安
心
へ
の
地
域
見
守
り
活
動
な

ど
を
、
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

メインメイン
テーマテーマ
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愛
活
動
の
推
進
を
重
点
的
に
行
い
、

多
く
の
会
員
が
集
う
仙
老
連
と
な
る

よ
う
、
誰
も
が
魅
力
を
感
じ
る
老
人

ク
ラ
ブ
の
実
現
を
目
指
し
て
取
り
組

む
こ
と
と
す
る
。

Ⅱ
重
点
目
標

︿
会
員
増
強
へ
の
取
り
組
み
﹀

１　

 

伊
達
な
ク
ラ
ブ
仙
台
の
魅
力
を

発
信
す
る
（
Ｐ
Ｒ
活
動
）

２　

 

加
入
促
進
声
が
け
活
動
を
実
施

す
る

３ 　

 

町
内
会
や
民
生
委
員
な
ど
地
域

の
団
体
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ

４　

 

友
愛
活
動
、
見
守
り
活
動
を
強

化
す
る

５ 　

 

町
内
清
掃
活
動
、
小
学
校
の
草

取
り
な
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
地

域
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る

６　

会
長
の
後
継
者
育
成

７　

行
事
の
見
直
し

︿
コ
ロ
ナ
禍
及
び
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
﹀

８ 　

 「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
基
づ

く
ク
ラ
ブ
活
動
の
普
及

９ 　

 

自
宅
で
で
き
る
身
体
と
心
の
健

康
づ
く
り
の
呼
び
か
け

︿
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
﹀

10  　

 「
健
康
づ
く
り
」�「
生
き
が
い

づ
く
り
」�「
社
会
奉
仕
」
の
各

事
業
の
推
進
�
充
実

11 　

 

地
域
の
会
員
を
は
じ
め
と
す
る

高
齢
者
の
孤
立
防
止
や
日
常
生

活
支
援
等
の
友
愛
活
動
の
展
開

︿
組
織
運
営
﹀

12 　

 

仙
老
連
各
組
織
に
お
け
る
運
営

基
盤
の
強
化

13　

 

地
域
づ
く
り
へ
の
貢
献
を
め
ざ

し
た
行
政
や
地
域
団
体
な
ど
と

の
連
携
強
化

14 　

 

関
係
機
関
�
関
係
団
体
と
の
連

携
及
び
交
流

15　

法
人
の
運
営

Ⅲ
事
業
計
画

１ 　

 

伊
達
な
ク
ラ
ブ
仙
台
に
入
る
メ

リ
ッ
ト
や
活
動
の
楽
し
さ
を
仙

老
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
機
関
誌

な
ど
を
活
用
し
発
信
す
る

２　

 

一
人
一
人
の
状
況
に
合
わ
せ
、知
人
�

友
人
等
に
声
が
け
を
行
う
な
ど

３ 　

 

地
域
団
体
や
民
生
委
員
と
の
連

携
交
流
及
び
地
域
づ
く
り
へ
の

貢
献
に
取
り
組
む
な
ど
、
良
好

な
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

会
員
増
強
へ
の
協
力
を
得
ら
れ

る
よ
う
努
め
る

４ 　

 

友
愛
活
動
を
基
盤
と
し
た
幅
広

い
生
活
支
援
活
動
な
ど

５ 　

 

地
域
づ
く
り
へ
貢
献
し
て
い
る

活
動
の
ア
ピ
ー
ル
を
広
報
紙
や

ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
行
う
と
と
も

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
参
加
で

き
る
企
画
で
地
域
の
団
体
と
の

良
好
な
関
係
を
築
く

６ 　

 

区
老
連
な
ど
に
お
け
る
研
修
会

を
活
用
し
、
一
緒
に
活
動
し
て

く
れ
る
仲
間
を
見
つ
け
役
員
後

継
者
の
発
掘
を
図
る
な
ど

７ 　

 

会
員
の
高
齢
化
な
ど
状
況
の
変

化
に
合
わ
せ
、
会
員
が
楽
し
め

て
あ
ま
り
負
担
に
な
ら
な
い
行

事
を
行
う
な
ど

８ 　

 

３
密
（
密
閉
�
密
集
�
密
接
）

を
避
け
る
計
画
策
定
と
運
営
の

工
夫
な
ど

９ 　

 

運
動
や
体
操
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
食
生
活
、
歯
�
口
腔

の
健
康
管
理
の
呼
び
か
け
な
ど

10 　

 「
健
康
づ
く
り
」�「
生
き
が
い

づ
く
り
」�「
社
会
奉
仕
」
の
各

事
業
の
推
進
�
充
実

11　

 

地
域
の
会
員
を
は
じ
め
と
す
る

高
齢
者
の
孤
立
防
止
や
日
常
生

活
支
援
等
の
友
愛
活
動
の
展
開

12 　

 
仙
老
連
各
組
織
に
お
け
る
運
営

基
盤
の
強
化

13 　

 

地
域
づ
く
り
へ
の
貢
献
を
め
ざ

し
た
行
政
や
地
域
団
体
な
ど
と

の
連
携
強
化

14 　

 

関
係
機
関
�
関
係
団
体
と
の
連

携
及
び
交
流

15　

法
人
の
運
営
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仙
台
市
で
は
健
康
寿
命
の
延

伸
を
重
要
な
課
題
と
位
置
づ

け
、
健
康
な
状
態
と
介
護
が
必

要
な
状
態
の
中
間
で
あ
る
フ
レ

イ
ル
へ
の
対
策
の
重
要
性
を

謳
っ
て
い
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
は
、
ご
自
身
の
意

思
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
状

態
で
あ
り
、
こ
の
段
階
で
適
切

な
対
応
に
よ
り
健
康
な
状
態
に

立
ち
戻
る
こ
と
が
可
能
な
側
面

（
可
逆
的
）
も
あ
る
と
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
は

様
々
な
要
素
が
関
係
し
て
進
行

し
ま
す
が
、
食
べ
物
を
噛
む
機

能
（
咀
嚼
）
や
飲
み
込
む
機
能

（
嚥
下
）
の
低
下
な
ど
は
、
全

身
の
フ
レ
イ
ル
の
前
兆
、
も
し

く
は
そ
の
一
部
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
お
り
【
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
】
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

生
活
の
営
み
に
お
い
て
【
よ

く
噛
む
】
こ
と
を
意
識
、
実
践

す
る
こ
と
同
様
に
【
よ
く
噛
め

る
】こ
と
も
非
常
に
大
切
で
す
。

歯
の
本
数
が
少
な
く
な
れ
ば

【
噛
め
な
い
】
状
態
に
な
り
ま

す
。
食
べ
物
を
【
よ
く
噛
め
な

く
な
る
】
と
、
硬
い
食
品
を
避

け
る
よ
う
に
な
り
、ミ
ネ
ラ
ル
�

ビ
タ
ミ
ン
�
食
物
繊
維
な
ど
の

摂
取
量
が
低
く
な
り
、
栄
養
摂

取
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
に
つ
な
が

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歯
を
失
い
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
る
と
、
歯
を
多
く
保

持
し
て
い
る
人
と
比
べ
て
転
倒

の
リ
ス
ク
が
２
�
５
倍
、
認
知

症
の
リ
ス
ク
が
１
�
９
倍
と
な

る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

乳
児
か
ら
幼
児
�
学
齢
期
に

至
る
ま
で
の
間
、
歯
の
本
数
の

増
加
に
伴
い
食
物
の
多
様
性
が

増
し
て
き
た
の
に
対
し
、
歯
の

本
数
が
減
少
し
て
く
る
と
、
噛

む
力
が
低
下
し
、
食
物
の
多
様

性
が
減
少
し
ま
す
。
固
い
も
の

を
避
け
、
食
べ
や
す
い
も
の
を

摂
取
す
る
。
調
理
に
よ
り
食
べ

や
す
く
加
工
す
る
。
つ
ま
り
、

選
択
と
工
夫
に
よ
っ
て
口
腔
機

能
の
低
下
を
補
お
う
と
す
る
わ

け
で
す
。

噛
め
な
い
食
品
が
増
え
る
こ

と
だ
け
で
な
く
、
わ
ず
か
な
む

せ
、
滑
舌
の
低
下
、
口
の
乾
燥

等
は
ほ
ん
の
些
細
な
症
状
で
あ

り
、
食
事
や
会
話
と
い
っ
た
行

為
そ
の
も
の
は
、
日
常
生
活
に

溶
け
込
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
見

落
と
し
や
す
く
、
気
づ
き
に
く

い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

こ
れ
ら
の
些
細
な
衰
え
を
放
置

し
、口
腔
機
能
が
低
下
す
る
と
、

食
欲
も
低
下
し
、栄
養
が
偏
り
、

不
足
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
筋
量
や
筋
力
が
減

少
し
、
身
体
機
能
の
低
下
に
つ

な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
滑
舌
が

悪
く
な
り
、
人
と
楽
し
く
食
事

が
で
き
な
く
な
り
、
外
出
を
控

え
る
等
、
人
や
社
会
と
の
つ
な

が
り
が
減
少
す
る
こ
と
で
心
理

的
、
社
会
的
に
も
悪
影
響
を
及

ぼ
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
歯

を
失
う
主
な
原
因
で
あ
る
む
し

歯
，
歯
周
病
に
関
し
て
は
、
予

防
も
含
め
た
適
切
な
対
応
に
よ

り
、
機
能
の
維
持
も
し
く
は
回

復
を
図
る
こ
と
も
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

歯
や
口
の
機
能
に
は【
噛
む
】

だ
け
で
な
く
【
飲
み
込
む
】【
話

す
】【
笑
う
】
な
ど
が
あ
り
、

食
べ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
人

と
関
わ
り
や
社
会
と
の
つ
な
が

り
に
も
大
き
な
役
割
を
担
い
ま

す
。【
よ
く
噛
め
る
】
こ
と
は
、

唾
液
の
分
泌
も
促
し

【
飲
み
込
む
】【
話
す
】

【
笑
う
】
に
関
わ
る

筋
肉
を
動
か
し
、
機

能
を
維
持
�
向
上
さ

せ
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

英
語
の
こ
と
わ
ざ

に
“You are w

hat 
you eat.

”（
拙
訳
：

あ
な
た
は
、
あ
な
た

が
食
べ
た
も
の
で
で

き
て
い
る
）
が
あ
り

ま
す
。
ご
自
身
の
健

康
は
、
日
々
、
何
を

ど
う
食
べ
た
か
で
決

ま
る
と
い
う
意
味
で

す
。
口
腔
機
能
に
も

関
心
を
持
ち
、
歯
や

口
の
些
細
で
気
づ
き

に
く
い
変
化
（
噛
め
な
い
食
品

の
増
加
、
む
せ
、
滑
舌
低
下
、

お
口
の
乾
燥
な
ど
）
を
見
落
と

さ
ず
、
不
断
（
普
段
）
の
セ
ル

フ
ケ
ア
と
、
か
か
り
つ
け
歯
科

で
の
助
言
や
定
期
的
な
管
理
の

両
輪
を
以
っ
て【
よ
く
噛
め
る
】

状
態
を
維
持
し
、
健
康
づ
く
り

だ
け
で
な
く
、
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
維
持
し
て
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

オーラルフレイル

生活範囲がせばまったり, 精神的に不安定
になると, 口腔ケアまでおろそかに
・

歯が減少し・
固いものがたべられない・

口腔への
関心低下

ささいな
トラブル

噛む筋力の低下・
口腔内の乾燥・
咀嚼機能・嚥下機能の低下・

口腔機能
の低下

食べる機能
の障害

仙台市宮城野区保健福祉�
センター家庭健康課�

�歯科医師�　鈴木　　淳

（
歯
・
口
腔
機
能
に
つ
い
て
）

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

    
お
口
の
チ
カ
ラ

お
口
の
チ
カ
ラ
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科目 公益目的事業 合計 備考一般会計 運用基金特別事
Ⅰ事業活動収支の部

１．事業活動収入
一般会計 34,850,000 34,850,000

会費収入 2,147,200 2,147,200 @300×6,824人、100,000×1団体
事業参加費収入 692,000 692,000 事業参加費
補助金収入 31,930,000 31,930,000 ※ 1
諸収入 80,800 80,800 広告料・雑収入

運用基金特別会計 1,000 1,000 利息
事業活動収入計 34,850,000 1,000 34,851,000
２．事業活動支出
一般会計 36,254,000 36,254,000

公益目的事業 15,501,000 15,501,000
①高齢者の健康づくり、 
介護予防、生きがいづくり事業 3,281,000 3,281,000 ※ 2

②高齢者の相互支え合い、 
社会奉仕事業 4,662,000 4,662,000 ※ 3

③老人クラブ活動強化、 
育成・支援、普及啓発事業 7,558,000 7,558,000 ※ 4

法人会計 640,000 640,000 総会・理事会・税理士顧問料
人件費・事務費 20,113,000 20,113,000

事業活動支出計 36,254,000 0 36,254,000
事業活動収支差額 △ 1,404,000 1,000 △ 1,403,000

Ⅱ投資活動収支の部
１．投資活動収入

特定資産取崩収入 0 0 0
積立預金収入 0 0 0
投資活動収入計 0 0 0

２．投資活動支出
特定資産取得支出 0 0 0
積立預金支出 0 0 0
投資活動支出計 0 0 0
投資活動収支差額 0 0 0

Ⅲ財務活動収支の部
１．財務活動収入

他会計振替収入 600,000 △ 600,000 0
財務活動収入計 600,000 △ 600,000 0

２．財務活動支出
財務活動支出計 0 0 0
財務活動収支差額 600,000 △ 600,000 0

Ⅳ予備費支出 0 0
当期収支差額 △ 804,000 △ 599,000 △ 1,403,000
前期繰越収支差額 1,278,674 21,149,123 22,427,797
次期繰越収支差額 474,674 20,550,123 21,024,797

※ 1　 人件費、地域社会福祉促進事業、高齢者相互支援推進啓発事業、区老連活動助成事業、ゲートボール・ペタンク大会・高齢
者ウォーキング活動、シルバースポーツセミナー、健康づくりシルバー推進員研修会、各区老連がとりまとめて行うスポー
ツ大会等事業、体力測定、脳の健康づくり研修事業、グラウンド・ゴルフ大会事業、活動推進員事務費

※ 2　 シルバースポーツセミナー、健康づくりシルバー推進員研修会、ゲートボール・ペタンク大会、グラウンド・ゴルフ大会事業、
各区老連がとりまとめて行うスポーツ大会等事業、体力測定、高齢者ウォーキング活動、健康歌謡教室、脳の健康づくり研
修事業

※ 3　高齢者相互支援推進啓発事業、地域社会貢献・世代間交流活動の推進
※ 4　 若手部活動、新任・単位・地区役員研修会、女性部研修会、新春交流会費、機関誌編集・発行・配布、区老連活動及び活動支援、

活動推進員研修会、負担金

令和５年度  収支予算内訳表 令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで

（単位：円）
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

青葉区

行
事
の
創
意
工
夫
に

奮
励

青
葉
区
老
連
　
副
会
長

　

�
山
崎
　
光
男

昨
年
度
ま
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
事
業
計
画
が
順
調
に
実
施
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
非
常
に
残
念
で
あ

り
ま
し
た
。
本
年
度
に
お
い
て
は
、

事
業
計
画
を
実
行
し
、
会
員
の
皆
さ

ま
の
今
後
の
健
康
増
進
な
ら
び
に
楽

し
く
、
喜
び
の
あ
る
生
き
が
い
づ
く

り
を
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
行
事
と

し
て
大
い
に
拡
大
し
な
が
ら
、
行
事

そ
の
も
の
の
創
意
工
夫
と
ア
イ
デ
ィ

ア
を
傾
注
し
て
、
実
行
に
移
し
て
い

く
考
え
で
お
り
ま
す
。
青
葉
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
６
専
門
部
か
ら
な

る
事
業
計
画
を
本
格
的
に
実
行
に
移

し
て
い
く
大
切
な
年
度
で
あ
る
こ
と

を
、
肝
に
銘
じ
て
行
動
に
移
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

事
業
予
定
計
画
を
明
記
し
ま
す
。

① 
会
議
（
総
会
、
専
門
部
会
、
定
例

監
査
会
、
理
事
会
、
事
務
局
運
営

会
議
）

② 

研
修
会
、
講
習
会
、
健
康
麻
雀
大

会
（
総
務
部
、
壮
年
部
、
教
養
文

化
部
、
女
性
部
）

宮城野区

仲
間
と
元
気
に

生
き
が
い
づ
く
り

宮
城
野
区
老
連
　
総
務
部
長

　

�

野
田
　
幸
代

令
和
5
年
度
の
総
会
は
、コ
ロ
ナ
前

同
様
、
各
単
老
会
長
の
ご
出
席
を
い

た
だ
い
て
、
無
事
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
度
、
新
た

な
事
業
と
し
て
の
「
カ
ラ
オ
ケ
講
座
」

が
好
評
で
、
今
年
度
も
計
画
し
て
お

り
ま
す
。「
元
気
に
参
加
！
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

1
．
重
点
目
標

①  

会
員
の
加
入
促
進
と
各
組
織
の
充
実

②
若
手
�
女
性
会
員
の
活
動
促
進

③  

地
域
社
会
福
祉
活
動
促
進
事
業
の

推
進

④ 

高
齢
者
相
互
支
援
啓
発
事
業
の
推

進
⑤ 

交
通
安
全
、
防
犯
防
災
啓
発
運
動

の
推
進

2
．
実
施
要
項

①
研
修
…
各
種
研
修
会
へ
の
参
加

令
和
５
年

令
和
５
年
度度　

各
区
老
連
事
業
計
画

　

各
区
老
連
事
業
計
画  

③ 

機
関
紙
等
配
布
：
あ
お
ば
区
老
連

だ
よ
り
48
号
�
49
号
（
広
報
部
）

④ 

健
康
増
進
：
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
、
太
極
拳
（
保
健
体

育
部
）

⑤ 

第
22
回
は
つ
ら
つ
明
老
祭
の
開
催

（
11
月
21
日
、青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ル
）

⑥ 

新
年
祝
賀
会
開
催
（
1
月
中
旬
、

ホ
テ
ル
白
萩
）

⑦ 

あ
い
あ
い
ク
ラ
ブ
（
絵
付
け
教
室
、

そ
ば
打
ち
教
室
、ハ
ン
ド
ベ
ル
教
室
）

上
記
事
業
計
画
を
実
施
す
る
た
め

に
も
、各
部
の
役
員
お
よ
び
地
区
老
、

単
老
の
役
員
な
ら
び
に
会
員
皆
さ
ま

の
絶
大
な
る
協
力
を
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。

② 

保
健
体
育
…
グ
ラ
ウ
ン
ド
�
ゴ
ル

フ
大
会
、ペ
タ
ン
ク
大
会
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
等
の
実
施
�
参
加

③  
教
養
文
化
�
社
会
奉
仕
…
趣
味
の

作
品
展
、
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
カ
ラ
オ
ケ
、「
全
国
一
斉

社
会
奉
仕
の
日
」
等
の
参
加

④ 

若
手
部
員
�
女
性
部
員
…
行
事
へ

の
参
画
、
協
力

⑤ 

広
報
活
動
…
会
報
「
み
や
ぎ
の
」

2
回
発
行
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

若林区

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
等

新
た
な
挑
戦
を

若
林
区
老
連
　
会
長

　

�

山
本
　
明
宏

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

も
あ
る
程
度
は
鎮
静
化
し
、
マ
ス
ク

の
着
用
な
ど
は
個
人
の
自
由
に
な
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
消
滅
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
の
状

況
に
今
後
も
適
時
対
応
し
な
が
ら
諸

活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

1
．
基
本
方
針

① 

若
林
区
老
連
は
健
康
増
進
、
地
域

に
貢
献
、
楽
し
く
仲
間
作
り
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

② 

会
員
の
高
齢
化
に
よ
る
会
員
の
減

少
が
著
し
く
今
年
度
も
引
き
続
き

会
員
増
強
に
最
大
の
努
力
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

２
．
実
施
要
項

健
康
増
進
を
目
指
し
シ
ル
バ
ー
ス

ポ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー
や
区
老
連
主
催
の

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
ペ
タ
ン
ク
大

会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
�
ゴ
ル
フ
大
会
、

ま
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
コ
ン

太白区

皆
で
・

元
気
で
・
楽
し
く

太
白
区
老
連
　
副
会
長

　

�

佐
々
木
　
茂

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

動
き
が
ひ
と
通
り
落
ち
着
き
ま
し
た

の
で
、
昨
年
度
行
事
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

踏
襲
し
（
皆
で
�
元
気
で
�
楽
し
く
）

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

1
．
健
康
増
進

① 

グ
ラ
ウ
ン
ド
�
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン

ク
、
ボ
ッ
チ
ャ
を
中
心
に
、
各
地

区
老
で
も
大
会
を
開
催
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
ま
す
。

② 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
参
加
者
を
募
り

実
施
し
ま
す
。

③ 

前
回
、
好
評
だ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
仙
台
市
体
育
館
で
実
施
し
ま
す
。

2
．
地
域
諸
団
体
と
の
交
流

① 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
協
力

で
フ
レ
イ
ル
予
防
教
育
等
の
行
事

を
一
般
の
方
も
誘
い
開
催
し
て
い

き
ま
す
。

② 

交
通
安
全
お
よ
び
防
犯
防
災
に
関

す
る
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

③ 

太
白
区
豊
齢
祭
り
の
出
演
お
よ
び

作
品
展
の
展
示
を
行
い
、
地
域
の

活
性
化
を
行
い
、
各
世
代
と
の
交

ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
の
「
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
」
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

地
域
に
お
い
て
は
町
内
会
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
と
連
携
を
密
に
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。
独
自
の
福
祉
活
動
と
し

て
消
防
署
、
交
番
、
コ
ミ
セ
ン
、
老

人
施
設
等
へ
の
植
栽
活
動
、
近
隣
の

清
掃
活
動
な
ど
も
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

趣
味
の
作
品
展
を
通
じ
友
達
作

り
、
会
員
増
強
に
も
広
げ
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

流
を
は
か
り
ま
す
。

3
．
そ
の
他

① 

新
規
で
健
康
麻
雀
の
講
習
お
よ
び
大

会
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

② 

広
報
活
動
誌
「
友
愛
」
を
利
用
し

て
、
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
は
か
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

③ 

研
修
会
を
活
用
し
、
一
般
の
人
に

声
掛
け
を
行

い
会
員
増
に

結
び
付
け
た

い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

シャッフルボード
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泉区

継
続
が
明
る
い
未
来

へ
の
道

泉
区
老
連
　
総
務
部
長

　

�

清
水
　
信
市

令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
に
努
め
れ

ば
、
一
定
の
事
業
実
施
が
可
能
と
判

断
し
、
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
事
業

実
施
が
で
き
ま
し
た
。会
員
か
ら
は
、

フ
レ
イ
ル
予
防
、
元
気
で
楽
し
い
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
に
喜
び
と
明
る
い
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

新
し
い
事
業
と
し
て
は
「
伊
達
な

ク
ラ
ブ
い
ず
み
」
機
関
誌
創
刊
号
の

発
行
や
七
夕
飾
り
の
実
施
、
地
区
老

連
会
長
会
議
の
開
催
な
ど
単
老
、
地

区
老
、
区
老
連
と
の
三
者
連
携
協
力

と
意
見
の
相
互
交
流
が
少
し
は
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
区
役
所
や
他
の
関
係
機
関
と
の

協
力
、
相
互
支
援
も
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
基
本
方
針

仙
老
連
の
基
本
方
針
を
基
本
と
し

て
ま
す
が
、
会
員
の
増
強
対
策
と
し

て
は
、
地
域
的
、
歴
史
的
に
会
員
の

年
齢
構
成
や
地
域
連
携
、
会
員
増
強

の
取
り
組
み
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、

可
能
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て
活
動

を
推
進
す
る
こ
と
が
、
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
を
地
域
で
活
発
に
楽
し
く
、
仲

新
年
度
を
迎
え
、
会
員
の
健
康
を

祈
り
今
年
も
干
支
の
ウ
サ
ギ
を
あ
し

ら
っ
た
作
品
の
絵
付
け
を
企
画
し
ま

し
た
。
藩
政
時
代
か
ら
続
く
仙
台
の

伝
統
工
芸
品
堤
人
形
。
そ
の
工
房
を

構
え
る
佐
藤
吉
夫
氏
か
ら
、
指
導
を

間
を
増
や
し
高
齢
者
を
元
気
に
し
て

地
域
を
明
る
く
す
る
道
と
信
じ
進
ん

で
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
、
生
活
支
援
や
友
愛
活
動
の

推
進
を
重
点
的
に
行
い
、
誰
も
が
魅

力
を
感
じ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
実
現
を

目
指
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

重
点
目
標

① 

魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に

努
め
る
。

② 

人
材
の
育
成
と
会
員
増
強
に
努
め
る
。

③
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努
め
る
。

④ 

町
内
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

推
進
等
。

青
葉
区
老
連

 

総
務
部
長
　
大
和
　
林
市

青葉区

堤
人
形
絵
付
け
教
室

受
け
る
準
備
も
整
い
挑
戦
で
す
。
素

焼
き
の
人
形
は
「
因
幡
の
白
兎
」
で

す
。
お
き
の
島
か
ら
因
幡
に
渡
ろ
う

と
し
て
ワ
ニ
を
欺
き
失
敗
し
、
皮
を

は
が
さ
れ
苦
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を

大
国
主
命
に
救
わ
れ
た
神
話
を
写
し

た
も
の
で
す
。

会
員
に
絵
付
け
教
室
開
催
を
呼
び

掛
け
た
と
こ
ろ
希
望
者
が
多
く
48
名

と
な
り
、
平
形
会
長
に
お
願
い
し
て

全
員
参
加
の
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

絵
付
け
作
業
は
意
外
に
ウ
サ
ギ
の

土
台
に
な
っ
て
い
る
日
本
海
の
荒
波

を
表
現
す
る
の
に
苦
労
し
、
人
形
の

顔
は
命
と
ば
か
り
に
個
性
的
に
仕
上

げ
た
グ
ル
ー
プ
と
、
こ
れ
だ
け
は
匠

に
依
頼
し
て
品
良
い
記
念
品
と
し
た

グ
ル
ー
プ
と
に
分
か
れ
ま
し
た
。
京

都
の
伏
見
人
形

と
並
び
、
日
本

の
土
人
形
の
源

流
と
呼
ば
れ
て

い
る
堤
人
形
の

教
室
で
し
た
。

素焼き人形「因幡の白兎」
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わ
が
宮
城
野
区
安
養
寺
の
大
堤
芙

蓉
会
は
、
各
部
会
と
も
集
会
所
を
中

心
に
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
各
部
会
間
の
交
流

は
意
外
に
少
な
い
で
す
。

こ
ん
な
中
で
、
4
月
中
旬
、
カ
ラ

オ
ケ
ク
ラ
ブ
と
民
謡
同
好
会
と
の
合

同
で
春
の
発
表
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
合
わ
せ
て
14
名
。
そ
れ
ぞ
れ
事

「
さ
わ
や
か
会
」
の
作
品
作
り
は
バ

ン
ダ
ナ
で
作
る
ピ
エ
ロ
の
人
形
で
す
。

バ
ン
ダ
ナ
１
枚
で
２
体
で
き
ま
す

が
、
裁
ち
方
を
間
違
え
る
と
で
き
な

く
な
る
の
で
最
初
か
ら
神
経
を
使
い

ま
す
。
裁
断
の
と
き
は
３
人
で
確
認

し
合
い
な
が
ら
真
剣
な
表
情
で
ハ
サ

ミ
を
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。
プ
レ
ッ

大
堤
芙
蓉
会

 
監
事
　
熊
谷
　
公
平

宮城野区

勝
負
曲
で
元
気

遠
見
塚
福
寿
会

 

副
会
長
　
青
木
久
美
子

若林区

ピ
エ
ロ
の
魔
術

前
に
届
け
て
い
た
勝
負
曲
を
全
員
の

前
で
歌
い
ま
す
。90
歳
代
の
会
員
が
、

河
島
英
五
の
「
酒
と
泪
と
男
と
女
」

を
朗
々
と
歌
う
と
ど
よ
め
き
の
声
。

民
謡
同
好
会
に
入
っ
て
4
回
目
と
い

う
会
員
が
「
北
国
の
春
」
を
千
昌
夫

顔
負
け
に
こ
な
し
て
び
っ
く
り
。
ほ

か
の
会
員
た
ち
も
勝
負
曲
を
見
事
に

歌
い
こ
な
し
ま
し
た
。

司
会
役
の
佐
々
木
勝
司
芙
蓉
会
会

長
は
、
会
員
14
名
の
日
頃
の
歌
い
ぶ

り
と
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
の
解
説
で
大
忙

し
。
テ
レ
ビ
番
組
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ス

タ
ー
ぶ
り
の
役
割
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
て
く
れ
ま
し
た
。
会
長
の
曲
は
大

ト
リ
。「
津
軽
海
峡
鮪
船
」
を
会
場

い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
ま
し
た
。

会
員
が
1
曲
歌
う
ご
と
に
、
佐
々

木
会
長
は
マ
イ
ク
を
消
毒
。
こ
こ
に

も
コ
ロ
ナ
が
影
を
落
と
し
て
い
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

14
名
が
歌
い
終
わ
っ
て
約
1
時

間
。み
ん
な
ス
ッ
キ
リ
し
た
気
分
で
、

後
は
空
腹
を
満
た
す
弁
当
の
時
間
。

カ
ラ
オ
ケ
談
義
は
な
か
な
か
終
わ
り

そ
う
も
な
か
っ
た
で
す
。

次
の
合
同
発
表
会
が
今
か
ら
楽
し

み
で
す
。

シ
ャ
ー
で
手
が
震
え
、
そ
の
状
況
は

周
り
で
見
守
っ
て
い
た
仲
間
た
ち
の

笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

本
体
の
背
中
の
部
分
を
縫
い
、
長

い
足
の
足
先
に
フ
リ
ル
を
つ
け
股
下
を

縫
い
ま
す
。
袖
下
を
縫
い
袖
口
に
フ

リ
ル
を
つ
け
ま
す
。
帽
子
は
先
を
細

く
鋭
く
と
が
ら
せ
た
ト
ン
ガ
リ
帽
子

に
し
ま
す
。
帽
子
の
元
に
は
ツ
バ
の
役

目
を
果
た
す
た
め
の
フ
リ
ル
を
つ
け

ま
す
。
各
部
位
に
ワ
タ
を
入
れ
て
型

を
整
え
ま
す
。
顔
と
手
足
は
白
布
で

別
仕
立
て
に
し
最
後
に
つ
け
ま
す
。

で
き
上
が
っ
た
ピ
エ
ロ
の
人
形
は

胸
の
前
で
手
を
重
ね
、
両
足
を
組
み

哀
愁
漂
う
風
情
で
椅
子
に
腰
か
け
て

い
ま
す
。

孤
軍
奮
闘
し
て
作
品
を
作
り
上
げ

た
満
足
感
で
み
ん
な
笑
顔
に
な
り

「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う
自
信
に

も
繋
が
り
ま
し
た
。
大
い
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
育
ん
で
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

バンダナ１枚から
生まれたピエロ
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３
月
16
日
、
八
木
山
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
冬
場
の
行

事
と
し
て
ペ
タ
ン
ク
大
会
を
や
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
取
り
組
ん
で
き
て
、

今
年
で
も
う
7
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
3
�
11
杯
の
名
称
は
あ
の
大
地

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
よ
り
、
し
ば

ら
く
書
面
決
議
方
式
で
総
会
を
開
催

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
４

年
ぶ
り
に
従
来
ど
お
り
の
会
員
参
加

型
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
会
長
、
総
務
部
長
は
留

任
し
、
そ
の
他
役
員
は
８
名
ほ
ど
交

代
し
、
元
気
で
楽
し
く
皆
で
協
力
し

合
い
な
が
ら
頑
張
ろ
う
!!　

と
心
新

た
に
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

西
多
賀
福
寿
会

 
会
長
　
小
西
　
　
充

太白区
第
7
回
伊
達
な
ク
ラ
ブ
西
多
賀

「
3
・
11
杯
」
争
奪　

ペ
タ
ン
ク
大
会

泉
区
老
連

 

企
画
広
報
担
当
　
針
生
　
　
威

泉　区

元
気
で

新
年
度
ス
タ
ー
ト

震
の
記
憶
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

と
付
け
ま
し
た
。

練
習
は
11
月
か
ら
4
回
、
他

の
サ
ー
ク
ル
が
利
用
し
な
い
木

曜
日
に
行
い
ま
し
た
。練
習
は
、

初
め
て
の
人
や
１
０
０
歳
に
も

う
少
し
で
届
く
人
な
ど
大
勢
が

参
加
。
我
ら
の
先
輩
で
あ
る
千

葉
勝
三
さ
ん
、
高
橋
精
史
さ
ん

が
登
場
し
ま
し
た
。
男
女
混
合

に
て
チ
ー
ム
が
編
成
で
き
ま
し

た
。
36
名
の
選
手
で
会
場
が
一

杯
に
な
り
ま
し
た
。

早
速
、
事
業
計
画
の
一
番
手
は
５

月
17
日
、
七
北
田
公
園
に
て
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
開
催
で
す
。
皆
さ
ん
早

め
に
集
合
さ
れ
、
互
い
に
「
ク
ラ
ブ

は
ど
ち
ら
、
何
年
生
ま
れ
、
毎
日
歩

い
て
る
？
」
等
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
会

話
。
特
に
他
地
区
の
方
々
と
は
普
段

は
接
触
が
な
い
の
で
、
こ
と
の
ほ
か

楽
し
気
な
交
流
の
場
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。

総
勢
１
５
３
名
の
方
々
に
参
加
い

た
だ
き
、
最
高
齢
は
95
才
の
男
性
で

し
た
。
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し

た
が
、
最
高
気
温
29
�
７
℃
の
気
温

予
測
で
、
チ
ョ
ッ
ト
高
齢
者
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
厳
し
い
か
な
と

思
い
ま
し
た
が
、
久
道
会
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
や
注
意
事
項
、
準
備
運
動

な
ど
終
え
て
元
気
い
っ
ぱ
い
、
１
周

約
１
�
７
㎞
（
約
40
分
）
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
出
発
し
ま
し
た
。

途
中
、
休
憩
�
水
分
補
給
な
ど
を

行
い
大
体
時
間
ど
お
り
に
全
員
無
事

元
気
で
到
着
。「
楽
し
か
っ
た
ね
ー

ま
た
ね
」
と
声
を
交
わ
し
な
が
ら
参

加
賞
を
い
た
だ
き
、
次
の
再
会
を
約

し
帰
宅
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

非
常
に
暑
い
中
無
事
に
楽
し
く
和

や
か
に
終
え
ら
れ
た
こ
と
が
次
に
繋

が
り
、
開
催
で
き
て
良
か
っ
た
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

大会結果

Aブロック
第1位 横森柏寿会 千葉　勝三、今野　信伍、佐藤二美江、新田　八郎

第2位 鈎取睦会Ｄ 赤坂たけ子、伊豆原和子、松田　邦美、泉山　芳政

第3位 鈎取睦会Ｂ 本郷　　誠、小野かほる、狩野　京子、金野　　清

Bブロック
第1位 佐保山みどり会Ｂ 平塚　勢彌、佐藤　愛子、今野　雄一

第2位 鈎取睦会Ａ 遠山　昭雄、阿部　道子、山形　邦子、香田　文雄

第3位 月ヶ丘松寿会 御代田のり子、太田みよ子、鈴木てる子

Cブロック
第1位 佐保山みどり会Ａ 高橋　精史、高橋　和子、佐々木　茂、小菅　　収

第2位 鈎取睦会Ｃ 阿部　祐子、本郷三重子、那須川徳英

第3位 金剛沢ひまわり会Ａ 佐々木昭子、荻山ヒデ子、関　うゑ子
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

スポンサーへの御礼�本紙の発行に際しましてご協賛いただきましたスポンサー各位に厚く御礼申し上げます。今後とも倍旧のご厚誼を賜りますようお願い申し上げます。

編編  

集集  

後後  

記記

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
若
者
だ
け
の
ス
ポ
ー
ツ
じ
ゃ
あ

り
ま
せ
ん
。
頭
の
体
操
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
思

い
切
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
！　

新
し

い
こ
と
を
取
り
入
れ
て
令
和
５
年
度
も
楽
し
く
元
気

に
い
き
ま
し
ょ
う
!!

５
月
５
月
1616
日
、
中
山
市
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
ｅ
ス

日
、
中
山
市
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
体
験
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と

ポ
ー
ツ
体
験
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と

は
「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
」
の
略
で
、

は
「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
」
の
略
で
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
を
使
っ
た
対
戦
を
ス
ポ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
を
使
っ
た
対
戦
を
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
捉
え
る
際
の
名
称
で
す
。

ツ
と
し
て
捉
え
る
際
の
名
称
で
す
。

こ
の
日
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、

こ
の
日
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、

グ
ラ
ン
ツ
ー
リ
ス
モ
と
ぷ
よ
ぷ
よ
を
体
験
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ツ
ー
リ
ス
モ
と
ぷ
よ
ぷ
よ
を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
も
複
数
用
意
い
た
だ
き
、
空

ま
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
も
複
数
用
意
い
た
だ
き
、
空

き
時
間
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
に
も

き
時
間
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
体
力
測
定
を
実

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
体
力
測
定
を
実

施
し
、
参
加
者
の
握
力
と
開
眼
片
足
立
ち
の
デ
ー
タ

施
し
、
参
加
者
の
握
力
と
開
眼
片
足
立
ち
の
デ
ー
タ

を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
ゲ
ー
ム
を
し
た
こ
と
が
な
い
方
が
ほ
と

参
加
者
は
ゲ
ー
ム
を
し
た
こ
と
が
な
い
方
が
ほ
と

ん
ど
で
、
お
そ
る
お
そ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
握
る

ん
ど
で
、
お
そ
る
お
そ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
握
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
が
、
初
め
て

ま
し
た
が
、
初
め
て

の
体
験
を
楽
し
ん
で

の
体
験
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
た
よ
う
で

い
た
だ
け
た
よ
う
で

す
。「
孫
た
ち
は
こ

す
。「
孫
た
ち
は
こ

う
い
う
の
を
や
っ
て

う
い
う
の
を
や
っ
て

い
る
ん
だ
な
」
と
い

い
る
ん
だ
な
」
と
い

う
お
声
も
あ
り
、
ご

う
お
声
も
あ
り
、
ご

家
族
と
の
話
題
に
取

家
族
と
の
話
題
に
取

り
上
げ
て
み
て
ほ
し

り
上
げ
て
み
て
ほ
し

い
な
と
思
い
ま
す
。

い
な
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

ｅ

初体験に前のめり

文
芸
蘭

  

詩詩
（
ポ
エ
ム
）

（
ポ
エ
ム
）

　
　
　
　

ね
こ
の
ボ
ク　
　

エ
ピ
ソ
ー
ド
Ⅸ

ね
こ
の
ボ
ク　
　

エ
ピ
ソ
ー
ド
Ⅸ

若
林
区
遠
見
塚
福
寿
会

若
林
区
遠
見
塚
福
寿
会　　

青
木
久
美
子

青
木
久
美
子

ボ
ク
は
シ
ャ
ム
猫
の
ク
ォ
ー
タ
ー

ボ
ク
は
シ
ャ
ム
猫
の
ク
ォ
ー
タ
ー

Ｋ
ち
ゃ
ん
の
真
っ
赤
な
ア
ベ
ニ
ー
ル
に
乗
っ
て
桜
の
名
所

Ｋ
ち
ゃ
ん
の
真
っ
赤
な
ア
ベ
ニ
ー
ル
に
乗
っ
て
桜
の
名
所

一
目
千
本
桜
を
見
に
行
っ
た
よ

一
目
千
本
桜
を
見
に
行
っ
た
よ

大
河
原
町
の
「
一
目
千
本
桜
」
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在

大
河
原
町
の
「
一
目
千
本
桜
」
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在

大
正
大
正
1212
年
に
千
本
の
桜
を
植
樹
、

年
に
千
本
の
桜
を
植
樹
、

平
成
平
成
22
年
「
桜
の
名
所
百
選
の
地
」
に
選
ば
れ
て

年
「
桜
の
名
所
百
選
の
地
」
に
選
ば
れ
て

大
勢
の
人
が
訪
れ
る
ん
だ
っ
て

大
勢
の
人
が
訪
れ
る
ん
だ
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
か
な
ぁ
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
ね

ど
ん
な
と
こ
ろ
か
な
ぁ
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
ね

車
窓
か
ら
流
れ
る
よ
う
に
見
え
る
景
色
を
お
母
さ
ん
の
ヒ
ザ
の
上
で
見
て
い
た
よ

車
窓
か
ら
流
れ
る
よ
う
に
見
え
る
景
色
を
お
母
さ
ん
の
ヒ
ザ
の
上
で
見
て
い
た
よ

や
わ
ら
か
い
陽
差
し
と
春
風
が
心
地
い
い

や
わ
ら
か
い
陽
差
し
と
春
風
が
心
地
い
い

ど
の
位
走
っ
た
だ
ろ
う
か

ど
の
位
走
っ
た
だ
ろ
う
か

白
石
川
堤
と
い
う
桜
の
木
が
延
々
と
並
ん
で
い
る
川
沿
い
に
着
い
た

白
石
川
堤
と
い
う
桜
の
木
が
延
々
と
並
ん
で
い
る
川
沿
い
に
着
い
た

お
母
さ
ん
は
土
手
に
立
ち
真
正
面
に
桜
の
木
を
見
な
が
ら
怪
訝
な
顔
つ
き

お
母
さ
ん
は
土
手
に
立
ち
真
正
面
に
桜
の
木
を
見
な
が
ら
怪
訝
な
顔
つ
き

カ
ニ
歩
き
を
し
な
が
ら
移
動
し
て
そ
の
都
度
桜
の
木
を
真
正
面
に
見
て
い
る

カ
ニ
歩
き
を
し
な
が
ら
移
動
し
て
そ
の
都
度
桜
の
木
を
真
正
面
に
見
て
い
る

や
っ
ぱ
り
納
得
し
て
い
な
い

や
っ
ぱ
り
納
得
し
て
い
な
い

ボ
ク
は
わ
か
っ
て
い
る
よ

ボ
ク
は
わ
か
っ
て
い
る
よ

お
母
さ
ん
は
会
津
鶴
ヶ
城
の
桜
が
一
番
美
し
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
ね

お
母
さ
ん
は
会
津
鶴
ヶ
城
の
桜
が
一
番
美
し
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
ね

そ
れ
以
上
の
美
し
さ
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
ね　

き
っ
と

そ
れ
以
上
の
美
し
さ
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
ね　

き
っ
と

そ
の
様
子
を
桜
を
撮
影
し
て
い
た
お
じ
さ
ん
が
見
て
い
た

そ
の
様
子
を
桜
を
撮
影
し
て
い
た
お
じ
さ
ん
が
見
て
い
た

お
じ
さ
ん
は
お
母
さ
ん
に
「
一
目
千
本
桜
の
見
方
は
正
面
で
は
な
く

お
じ
さ
ん
は
お
母
さ
ん
に
「
一
目
千
本
桜
の
見
方
は
正
面
で
は
な
く

川
沿
い
に
横
一
列
に
並
ん
で
い
る
桜
を
見
な
く
て
は
良
さ
が
わ
か
ら
な
い

川
沿
い
に
横
一
列
に
並
ん
で
い
る
桜
を
見
な
く
て
は
良
さ
が
わ
か
ら
な
い

よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
も
教
え
て
も
ら
っ
た
よ

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
も
教
え
て
も
ら
っ
た
よ

お
母
さ
ん
は
そ
の
通
り
に
行
動
し
見
る
場
所
を
変
え
て
い
た

お
母
さ
ん
は
そ
の
通
り
に
行
動
し
見
る
場
所
を
変
え
て
い
た

そ
し
て
一
番
い
い
場
所
を
見
つ
け
た

そ
し
て
一
番
い
い
場
所
を
見
つ
け
た

「
わ
ぁ
～
キ
レ
イ
」
お
母
さ
ん
の
感
嘆
の
声

「
わ
ぁ
～
キ
レ
イ
」
お
母
さ
ん
の
感
嘆
の
声

「
こ
れ
が
一
目
千
本
桜
な
の
ね
！
そ
う
な
の
ね
！
」
と
感
心
す
る
こ
と
し
き
り

「
こ
れ
が
一
目
千
本
桜
な
の
ね
！
そ
う
な
の
ね
！
」
と
感
心
す
る
こ
と
し
き
り

お
母
さ
ん
の
満
足
し
き
っ
た
笑
顔
に
ボ
ク
も
嬉
し
く
な
っ
た

お
母
さ
ん
の
満
足
し
き
っ
た
笑
顔
に
ボ
ク
も
嬉
し
く
な
っ
た

お
母
さ
ん
は
き
っ
と
あ
ち
こ
ち
の
桜
を
愛
で
て
い
く
は
ず

お
母
さ
ん
は
き
っ
と
あ
ち
こ
ち
の
桜
を
愛
で
て
い
く
は
ず

ボ
ク
も
一
緒
に
行
こ
う

ボ
ク
も
一
緒
に
行
こ
う

楽
し
み
だ
ね

楽
し
み
だ
ね
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